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群馬大学大学院保健学研究科附属研究・教育センターとは
群馬大学医学部保健学科及び大学院保健学研究科では、社会の課題解決を目指して、研究、

教育、地域保健活動、国際保健活動に積極的に取り組んでいます。これらの活動を進めるため
の組織として保健学研究科附属研究・教育センターが設置され、このセンター内には５つの推
進室があります。今回は地域保健推進室からの報告になります。
私たちの活動をご覧いただき、ご意見をお聞かせください。

アンケートへのご協力をお願いいたします。⇒
お問合せ先： 保健学研究科長 齋藤貴之（tsaitoh@gunma-u.ac.jp）

地域保健推進室からのお知らせ

タイトル

修了生ネットワーク
保健学研究科は、1学年の定員が博士前期課程50人、博士後期課程10人と他大学と比較して

規模が大きいです。また博士前期課程のカリキュラムは、縦糸をなす看護学、生体情報検査科
学、リハビリテーション学の専門領域と、横糸をなす基礎保健学ユニット、応用保健学ユニッ
ト、地域・国際保健学ユニットがクロスし、専門分野に偏らない保健学横断的な教育・研究が
展開されます。そのため様々な専門分野の学生と交流があるという特徴があります。
このような保健学研究科の特徴である学生同士の縦と横の結びつきを強め、修了生のそれぞ

れの活動の場でのさらなる活躍を応援していくため、大学院の修了生を中心とした「修了生
ネットワーク」を平成27年3月に発足いたしました。現在、看護学4名、生体情報検査科学3名、
リハビリテーション学3名の運営幹事を中心に以下のような活動しています。

修了生ネットワークの主な活動
①研修会情報 (毎月)、修了生の活動紹介
②情報交換交流会
③修得したスキルを活かして大学の
地域貢献事業へ参加

ホームページ

交流会での修了生の発表

今後は修了生でテーマを決めて、
多施設共同研究等を行い、地域の
課題解決や保健・医療の発展に貢
献していきたいと考えています。
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